
 

 

インフルエンザウイルスーAへの効果 

１、介護施設（免疫が低い）での経過 
  都内清瀬市救世軍恵泉老人ﾎｰﾑ（５０人規模）・練馬区区立富士見台特別養護老人ﾎｰﾑ（５０

人規模）・長野県立木曽病院長期療養型老人施設（５０人規模）、三施設に於いて、当初消臭
を目的にカーテンに当社光ハイブリット触媒を加工、効果の確認を行う。４年間の追跡結果
消臭に関してはほぼ解決する。次いで、風邪の感染を追跡する。結果、現象として発生激減 

 
２、消臭効果の代表事例 
 ○都内清瀬市救世軍恵泉老人ホーム 

加工方法 : 縫製済み品・使用中の繊維製品に触媒加工 
実 施 日 : 平成 11年 7月 7日より継続実施、平成１５年現在に至る  
目  的 : 防臭・皮膚疾患    部屋数 : ９部屋（ベット数は５４台） 
入 居 者 : ５０人（オムツ使用者は２５人・入浴は週三回）  築年数 : ２３年 
評価基準 : Ａ⇒耐えられない Ｃ⇒気にならない Ｂ⇒我慢できる程度Ｄ⇒気にならない 

【事例１】 
寝たきり・６人部屋２室で防臭効果を評価  《三週間経過後の結果》Ａ ⇒ Ｃ 
【事例２】    
軽度の老人・６人部屋７室で防臭効果を評価 《三週間経過後の結果》Ｂ ⇒ Ｃ 
 
３、風邪感染予防効果代表事例 

 
 
４、BMSAによるエビデンス作成 

風邪の感染者が激減の根拠を明確にするため、経済産業省 
からの補助金確保（約３千万円のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）し、信大医学 
部長をトップとして県立木曽病院で検証を行うも、確認で 
きず。その後国立感染研等 OBによる NPO 組織 BMSA 
に何故風邪の感染が激減したのか委託研究を行う。 
 

○ 材料単味のウイルス吸着特性及び不活化の確認 
ウイルスは生きた細胞の上でしか生きられない。そのためウ 
イルスを固定する事が可能であれば、即ち吸着が可能であれ 
ば細胞には入り込まず、感染は回避できる。ウイルスは活性 
段・ゼオライトのような一般的な吸着機能があれば必ずしも 
吸着できるという事ではない。従来の光ハイブリット触媒に 
使用している吸着剤がウイルスを吸着しない事から、鋭意検 
討した結果、数年を要し新たな特殊吸着剤によってその効果 
確認を得た。 

 
 
 
 

期  間 2003～2004 2004～2005 2005～2006 平均 

月 10 11 12 1 2 3 10 11 12 1 2 3 10 11 12 1 2 --- 

老人保健施設（触媒無）% 0 0 8 6 4 0 0 10 12 12 18 24 0 0 12 20 20 8.6 

長期療養型（触媒有）% 0 0 2 2 4 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0.9 

N0 試 料 の 内 容 室温 30 分 室温 60 分 室温 120 分 

1) 特殊吸着剤 ＜101 ＜101 ＜101 

2) 光ハイブリッド触媒 1,4×103 5,0×102 ＜101 

3) 未加工カーテン 7,1×107 5,5×107 4,7×107 

4) 光ハイブリッド触媒加工カーテン 5,4×107 3,7×107 2,0×107 

5) ウイルスのみ（Cont） 7,0×107 6,0×107 5,0×107 

加加工工カカーーテテンンをを使使用用ししたた病病棟棟でで風風邪邪のの発発生生がが激激減減！！  

長野県立木曽病院長期療養型病棟

約 1/9 
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インフルエンザウイルスーAへの効果 

○ 繊維に加工した場合のウイルス吸着特性及び不活化の確認        繰り返し試験 

 試 料 内 容 ６０分 １２０分  ６０分 １２０分 

1) 無加工コットン 8,1×106 3,4×105  2,0×106 1,7×105 

2) 光ハイブリッド触媒加工コットン 3,5×104 2,0×103  5,3×104 7,0×103 

3) 樹脂バインダーBのみ 1,9×105 8,9×103  2,1×106 2,0×105 

4) 樹脂バインダーB＋光ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ触媒 3,5×104 2,8×104  1,4×106 2,3×103 

5) 樹脂バインダーAのみ 3,2×105 1,3×102  1,3×106 0,6×101 

6) 樹脂バインダーA＋光ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ触媒 2,5×105 ＜101  1,0×106 ＜101 

7) Cont.virus 1,6×106 1,0×106  1,0×106 4,0×105 

 

総 括（BMSA考察） 
１、 ホルマリン不活化精製ウイルスを用いたウイルス吸着実験では、ウイルスの不織布への

吸着が認められず、特殊吸着剤の性能が疑問視されたが、特定処理により改善が確認さ
れた。この改良型特殊吸着剤は原料粉末で 107のウイルス感染価を３０分反応で検出限
界以下に減少させたことから、十分性能が高いことが証明された。（活性炭やゼオライ
トのような一般的な吸着機能があればウイルスを吸着出来るという事ではない） 

 
２、 主原料である光ハイブリッド触媒も、単独で特殊吸着剤と同様に１２０分反応で検出限

界以下にウイルス感染性を減少させた。特殊吸着剤よりは時間はかかるが、特殊吸着剤
の場合は吸着であって、ウイルスの感染性を不活化する効果は無い。光ハイブリット触
媒は、既に多くの報告があるように、蛋白の分解並びに遺伝子の破壊が報告されている。 

 
３、 特殊吸着剤でウイルスを吸着固定し、光ハイブリッド触媒でウイルスの感染性を破壊す

る、このことは優れたアイディアである。 
 
４、 我々が実験に用いたカーテン生地、不織布は 5cm2１片に、インフルエンザウイルス粒

子を約 100万個から 1,000万個加え、時間と共にその感染性の減少を測定したもので
ある。カーテン生地のように大きな面積の布が室内にあれば、そこに吸着したウイルス
は容易に不活化されることが、推測される。 

 
５、 生物学的実験は、成績が常に一定になる訳ではない。そのために再現性試験が重要であ

る。３回の再現性試験（第５回・第６回・第７回）において、光ハイブリッド触媒加工
をしたコットン生地・不織布がそれなりの再現性を示したことは、この成績が正しいこ
とを物語っている。 

 
 
結 論 
    光ハイブリッド触媒加工コットン生地は、インフルエンザウイルスの感染性不活化に有用

と思われる。 
以 上 

 


